
〈小学校社会部会〉

研 究 主 題

「調 べて 考 え、表現す る力 を育 成す る、個 に応 じた指 導 と評価 の研 究 開発 」

研 究 の 概 要

学習指 導要領 に示 され た基礎 ・基本=基 準性 の確 実 な定着 を図 る個 に応 じた指導 と評価 の 工

夫 ・改 善及 び発展 的 ・補 充的 な学 習の指 導 につ いて 、具 体的 な研 究開発 を行 った。個 に応 じた

指 導 と評価 の研 究 開発 を通 じて、す べて の児童 に碁礎 ・基本 の確 実 な定着 を図 る研 究 で ある.

1研 究 の 目 的

社会科 の 目標 は、社会 的 事象 にっい て調 べ て考 え、表 現す る能力や態 度 を統 一的 に育成す る

こ とに よって、公 民的 資質 の基 礎 をは ぐくむ こ とにあ る。

学習指 導要領 の全 面実施2年 目の平成]5年 度 にはそ の一部 改正 に よ り、指 導方 法や指 導体 制

の工夫 ・改 善 を通 じて個 に応 じた指 導 の一 層 の充 実 を図 り、すべ て の児 童 に 目標 を実現 す る こ

との重 要性が 改 めて示 され た。

しか し、社 会科 の学習指 導 の一部 にお いて は、調べ るこ とや体験 のみ に終 始 した学 習指 導 が

見 られ るな ど、迷 いや 不安 が あ る と考 え られ る。

以上 の よ うな状況 を踏 ま え、 本部 会 は学 習指導要領 に示 され た甚 礎 ・基本 を 明 らか に し、 そ

の確 実 な定着 のた めの個 に応 じた指 導 と評価 の方法 を工夫 ・改善す る とともに、 目標 の実現状

況 に即 した発展 的 ・補 充 的な学 習 の指 導 の在 り方 にっ いて 、具体的 な道 筋を 明 らか にす る研究

開発 を行 った。

皿 研 究 の 方 法

研 究主題 に迫 るた め、次 の よ うに仮説 を立 てた。

「学 習指 導要領 の基 準性 を踏 ま え個 に応 じた指導 と評価 の充 実 を図 り、調べ て考 え、表 現す

るカ を育成 すれ ば、すべ て の児童 に基礎 ・基本 の確 実 な定 着 が可能 とな るで あ ろ う.」

そ して 、授 業 を通 して仮説 を検 証 し、成果 と課題 を明 らか に した。

皿 研 究 の 内 容

1基 礎 ・基本 の明確 化 一小単 元で育 成す る 「調べ て考 え、 表現す る カ」の 明確 化

学習 指導 要領 の分析 を行 い、小 単元 で 「何 につい て調 べ、 どの よ うに考 え、 どう表 現す る

のか 」 を明確 化 した。 また 、小単 元 の構 造 図を作成 す る こ とに よって、 基礎 ・基本 にか かわ

る学 習 内容 を整理 した。

2個 に応 じた指 導 と評価 の充実 一指 導 と評価 の方 法の具 体 化

すべ て の児 竜に 「おお む ね満足 で きる状 況」 を実 現す るた めの、個 に応 じた 具体 的な指導

と評価 の方 法 を工 夫 ・改善 した。 事前 の レデ ィネス チ ェ ックや座席 表 型 の評価用 資料 、形成

的評価 が可能 な学 習 シー トな どを作成 し活 用 した。

3発 展 的 ・補充 的な学 習の 指導 一個の学 習状 況 を踏 ま えた指導 と評 価

一人一 人 の学習状 況 を的確 に把握 した ヒでの発展 的 ・補 充的 な学 習 の指 導や 評価 の在 り方

につい て、研 究開発 した。調 べ方や 知識 を補 うた めの ヒン トカー ドの作成や 、調 べ た こ とを

企 体で交 流 して一 人一人 の考 え を深 め広 げ る話 し合 いの 工夫 な どを行 った。
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【基礎 基本 の明確 化 を重視 した実践 事例 ・1】

1小 単元名 第6学 年 「徳 川家 光 と江 戸幕府 」 内容(1)一 オ

2小 単元 の 目標

「大名行 列 」 「キ リス ト教政 策 」 「鎖 国」 に っ いて 調べ 、徳 川 家 光 の政策 の果 た した役 割

につ いて考 え、身分制 度 が確立 し、 江戸幕府 に よる政治 が安 定 した こ とが分 か る.

3小 単元 の評価 規準

社会的事象への関心 ・徳川 家光 に興 味 を もって 、江戸幕府 の始 ま りや 徳川 家光 の政 治 に

・意欲 ・態 度 っ い て 調 べ 、 そ れ ま で の 時 代 と の違 い に つ い て 比 べ た り、 い ろ い

う な 立 揚 か ら と ら えた り し よ う とす る。

社 会 的な思考 ・判 断 ・大名 行列や身 分 制度 、鎖 国や キ リス ト教 の禁止 にっい て調べ 、 そ

れ が果た した役割や徳 川 家光 の働 き につ いて考 え る。

観察 ・資料活用の ・大名 行列や鎖 国 、 キ リス ト教 の禁止 について 、年表 や文 章 な どの

技能 ・表 現 基 礎 的 資 料 を も とに した り、VTR・ コ ン ピ ュー タ等 の視 聴 覚 教 材

を効 果的 に活 用 した り して調 べ る ことがで き る。

・資料 を基 に 自分 の課題 にっ いて調べ 、分 か った こ とや 白分 の考

え を 、 学 習 シー ト 「KAWARABAN」 に ま と め表 現 す る こ とが で き

る 。

社会的事象について ・徳 川 家光 の政 治 を調 べ 、参勤交 代 が制度化 され た ことや 武家 諸法

の知識 ・理解 度 な どによって大名 統制 の仕組 み が整 え られた こ とが分 か る。

・鎖 国や キ リス ト教 の禁1ヒ、大名 統制 につい て調 べ、 身分制 度 が確

立 し、武士 に よる政 治 が安定 した ことが分 か る.

4小 単元 にお ける基礎 ・基 本に ついて

(1)学 習 指導要 領 の内容 か ら

'調
.,

～母'

る

己

と

社会的

事象

政 治 ※文化 ・学 問

「大 名 行 列 」

「参 勤 交 代 の制 度 化 」

「キ リス ト教 の 禁 止 」 「鎖 国 」

歌舞伎か浮世絵

国学か蘭学

人 物 徳川家光 近松門左衛門か歌川広重

本居 宣長 か杉 田玄 白 ・伊能 忠敬

「参 勤交 代 の制 度化 」

「キ リス ト教 の禁止 」

「鎖 国」

な どの政 策 に よ り、身 分制 度 を

確 立 し幕藩 体制 を整 えた.

歌舞伎や浮世絵などの町人の文化が栄えた

こと。

国学や蘭学な どの新 しい学問が起 こった

こと。

※ 本 小 単 元 で は 、 幕 藩 体 制 が 確 立 した こ と を 取 り扱 っ た。

な お 、 文化 ・学 問 に つ い て は 次 の 小 単 元 と した 。
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(2)小 単 元の構 造図

【巾心概念 】

【社 会的事 象 】

家光 によ り大名 が厳 し く
統制 され 、身分制度 が確 立
された。

【学 習材 】

4時 間

江戸時代には、幕府の統制の下に様
々 な制度が確 立 され政治体制が安定

した、
そのた め260年 以上 もの太平が

訪れ、町人文化 が栄 え、新 しい学問
が興った。

家光 は 、 キ リス ト教 を禁
止す る と ともに、 貿易 を統

制 し、つ いに鎖 国 した。
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5本 小単 元 にお ける発展 的 ・補 充的 な学習 の指 導
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○学 習 シー トへ

の書 き込 み。
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「おおむね満足で きる」 と判 断できる状況
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6指 導 計画(7時 間)

時間 ○発展 的 な学 習指 導 ・■補 充的

◎江 戸 幕府 の力 の大 き さに気 付 くと ともO謁 見す る大名の立揚で気持ちを考 える、b

に、 家光 の政策について関心をもつ。 ■診断的評価を基に机問指導による声かけ

◎年 表や 伝 記 を手 が か りに して 記者会議 ■記者 会議 で の交 流の 実施

を開 き、学 習問題 を立て る.〈 個 の学 び→小集 団の思 考→個 の学 び〉

家光 は どのよ うに して全 国の大名 を支配 してい った のだ ろ う

③ ◎ 参 勤 交 代 ・キ リス ト教 政 策 ・鎖 国 ・身

分 制 度 な どに っ い て 調 べ 、 そ の 意 味 や

役 割 に つ い て 考 え る1,

◎ 考 えた こ とを 「KAWARABAN」 に ま とめ

る,、

0他 の立場から考える視点を設定 して調べ、さ

らに多面的に考える。

國 ヒン トカー ドの活用

■調べ た こ とや考 えた こ との交流

〈個 の学び→ 小集 団 の思考→ 個 の学び 〉

⑨調べたことをもとに 「ニ ュー ス特集 ・家 ■ 記者 会議 で の交 流 の 実施 。

光の政 治」 に 自分 の考 えを ま とめる.〈 個 の学び→ 小集 団 の思考→ 個 の学び〉

7補 充 的な学 習 の指導 で変容 したA児 の姿 【本 時3/7】

家光が参勤交代を制度化 したね らいにっいて考える揚面

補充的な学習

① 』是示 さ舶、た 資 料

学習シー ト 「KAWARABAN」 への記述 内容

地 図 「参勤交代の 日数」
グラフ 「金沢藩の費用 」

② ヒン トカ ー ド 陣
4000人 で何 日も旅 を した ら、食 べ物
だけで も大変だね。 宿に も泊 まるんだか ら、
何がたくさん必要かな?

/
③ 「KAWARABAN1に 辞い た こ とを交 流 す る、

模 団で各自の考え鮫 流させる1

④ 映像資 判 で調べて 各 自の思 考を深 め る1、

映像資料 「家 光 と参勤交代」

叫
/
ン
劃
劃
げ

4000人 ぐ らい ・

旅 をす るんだ か ら、

金 が必 要….

大名にお金を使 わせ

ることで、大名 の力が

弱まる.

大名にば く大なお ・

を使わせ、力が弱まる

よ うに した.

歴 史学 習に対す る関心 はあ まり高 くないA児 であったが 、 ヒン トカー ドや 小集団 内で の考 えの
交流、映像資料 の提示 によ って 、参勤交 代にかか る費用 に着 日し、 自分 の考 えを深 めてい った、,
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【個 に応 じた指導 と評価 を重視 した実践事例 ・2】

1小 単元名 第3学 年 「わた したちの くらしと商店の仕事」 内容(2)一 ア ・イ

2小 単元の 目標

芝浦の地域では、人々が販売 に関する仕事をしていて、自分たちの生活を支えていることが分かる.

芝浦の地域 の販売活動 の様子について、観察 ・調査 した り、表現 した りす ることを通 して、仕 事の

特色や他地域 とのかかわ り、仕 事に携わっている人々の工夫を具体的に考える。

3小 単元の評価規準

社会的亭象への ・芝浦の地域 における販売の仕事に関心をもち、意欲的に調べよ うとしている。

関心 ・意欲 ・態度 ・芝浦 の地 域で働 く人 々の仕 事 に関心 を深 め よ うとして い る
,、

社会的な ・芝浦の地域における販売の仕事に問題意識 を もち
、学習の見通 しをもって追

思考 ・判断 究活動 を行ってい る。
・調 べ た こ とに基 づ いて販売 の 工夫 につ いて 考 え、 自分 の意 見 を もってい る。

観察 ・資料活用の ・販 売の仕事 と自分たちの生活 とのかかわ り、他地域 とのつなが りな どを観 察

技能 ・表現 や見学を通 して調べることができる。
・取材 、調査 した過程や、見学で分 かった ことなどを分か りやす く表班す るこ

とが で きる。

社会的事象にっい ・芝浦の地域には販売 に関す る仕 事があ り、それ らは 自分たちの生活を支 えて

ての知識 ・理解 い るこ とが分 か る。

・芝浦の地域 にお ける販売の工夫が分か る。

4前 単元までの評価 と本小単元において育てたい力

10△ △△ 20000 300◎ ○ 40000 50△OO 60000

店 の 見 学 を 販 売 側 の 工 調べて分かっ 販売側の工夫 販売側の工夫 見学 して きた

行 っ て 、 見 付 夫 が消 費者側 たことや考えて につい て、調 べ を 調 べ るた め こ とを、 白分 の

け た 事 実 を ま の ニ ー ズ に 対 まとめた作品を た ことを分か り に、何を見学す 言葉 でま とめる

と め させ 、 作 応 して い る こ 学級 全 体 に広 やす くまとめる るのか 、視 点 を ように作品つ く

品 作 り に取 り とを 考 え させ め、 自信 をっ け よ うに させ た もつ ように させ りに取 り組ませ

組ませたい. た い 。 させた い。 い ゆ た い. たい.

7△ △△O 8△ △△0 9@◎00 100000 llo◎ ○ ○ 12◎ ○○ ○

課題をっかむ 学習への関心 販売側の工夫 調べて分かっ 販売側の工夫 調べたことや

段階で、何を調 を高め、何 を調 は消費者側の二 たことを整理 し について調べて 気付いたことを
べ るの か、調べ るの か、視 点 を 一ズと結び付い て 、販 売側 の 工 考 えた こ とを、 認め、調べ方や

る ことをは っき もたせて取 り組 ていることを考 夫 にっいて考え 分か りやす く表 まとめ方に 白信

りとっかませた ませ たい。 え させ たい。 させ たい。 現 させた い。 を もたせ たい 。

い 。

130△OO 14@OOO 150△ △ ○ 160△00 凡例

何 を調べるの 販売側の工夫 課 題 に対 し 何を調べるの 番 号 関心 ・思 考 ・技 能 ・知識

か 、視 点 をは っ は消費者 のニー て 、 どの よ うに か、課題 をは っ A→ ◎B→OC→ △

き りともたせて ズ と結び付いて 調べ るのか、 じ き りともたせ 、 記述→本小 単元にお いて育てた

学習に取 り組 ま いることを作品 っ く りと考 えて 調べた事 実をき い力

せた い。 の中に表現 させ 見通 しをもたせ ちん とまとめさ

た い. たい. せ たい.

TT
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5小 単元における発展的 ・補充的な学習の指導

発展的な学習の指導

小売店 とスー一バ ー㍗ヶットを比較 させなが

ら見学の視 点を もたせ る指 導

第8時

小亮店やスーパーマーケットの追究を生か し

て、他 の販 売に関す る店 を追究 させ

る脂導 第12日 寺…

自分 の立場 を換 えて考 える

ことができる指導

第13時

C「 お店 の人は、お客 さん

がた くさん来 るた めに、

品物を見やす く並べてい

る と思 うか ら、その こと

を見学 したい.ほ かにも、

お店の人 は どんなエ=夫が

あるかZ智

T「 小売店 の工夫 とtELS .L>

魁 を調べてこ

よ う1」

「空方 、 もう一度見学に

行 って、 昼 間 の 様r一 と比

二江 見よ う1」

C「 小 売/占 もス・一パ ーマーケットも

お 客 さん に よろ こん で も

らえ る よ うに 、 同 じ よ う

な工 夫 を して い る こ とが

分 か った よ。」

欝
T「 芝浦にはコン ビニエン

スス トアが多 くあるか ら、

お店 の工夫で盤
一パ ーマーケ ッ トと比べ

て調 べ てみ よ う1」

C「 お店では、お客 さんが

た くさん来 るために、品

物 の並べ方を見やす く し

た り、種類 をた くさんそ

ろえた りしていたこ とが

分か りました。」

奮
T「 お客 さんが喜ぶお店 を

っ くる とした ら、 どんな

お店が よいのか、店 に

な ったっ も りでお店の宣

伝 ポ ス ター を作 って み よ

う1」

雷
「おおむね満足 で きる」 と判断で きる状況

補充的な学習の指導
密

興味 ・関心を高 めて学習に

向き合わせる指導

第2時

T「 どん なお 店 で買 い物 を

した こ とが あ るかな。」

「ペ ットガ トルの 並び 方 の写

真 を見 る と、 どん な 並 び

方 を してい るか な。」τ
C「 買い物調べ のや り方が

よく分か らないか ら、毎

日続け られるかな…」

「写真の見方が分か らな

いか ら、何を考 えれ ばよ

いのかも分か らないな…」

見学の視点をもたせるため

の指導

第5時

T「 この写真 を見 て ご らん。

1出入 り口に は何 が置 い て

あるかな。」

「分 かった こ とは、亘墓

笹 かいてこよ う!」盤

C「 お 店 の見 学 で 何 を見 学

して くれ ば よい の か 、分

か らな い…」

「見 学 す る時 、 ど うや っ

て調 べ れ ば よい のか 分 か

らない な … 」

調べ たこ とを表現 させ るた

めの指導

第13時

T「 ま と め 方 に 、 バ ンル ット・

ポ スター ・キャッチフレーズ と あ る

け れ ど 、 1自分 に と っ て い

ちぼんや りやすい方法を

選 んで み よ う。」

奮
C「 見 学 した こ とをどの よ

うにま とめればよいのか、

分か らない…」

「発表す る時 に分か りや

す くま とめたいのだけ ど、

どうすれば よいのかな…」
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6学 習の流れ(15時 間)

;「5自分の家 でほ、 ど「み7ような 補充的な学習の指導が必要なM児 の学びの姿

隔 撫 嬰 をして ②辮 鄭累難 舗
㎜ ㈹㎜ … ㎜ 心細　 愚㎜ られ るかな…

1難竺懇
③ 買い物調 べの結果 を話 し合

い、消費者側 の願い につい

て話 し合 う。～

M児 に対する補充的な

学習の指導

_黒 詰 鑑 難
とか な ・ ・

買 い 物 調 べ の 結 果 か ら

暴 くニ コ
家 の人が 買 い物 をす る

∫きに気 を付 けてい る こ

還 認難1瓢

鞍蝶盤撚

④ 何 を 調 べ れ ば よ い の か

か らない な ・ ・

1灘盤 £瀧1
⑥地域の食料品店へ見学に行

き、販売する側 の工夫や努

、轟 瓢 鮎_ __黍

灘諜鞭

分

O品 物 は お 店 の 中 に い く
あ る のか 。

○ 安 売 りは どの よ う に し
い る のか 。～

羅仁
M児 の設定 した課題

」
羅 ぐコ

M児 の学習シー ト(⑥ ⑦時)

、裂 琴 灘騰
3年 緻1

融乱ギ碑 崔聞6症

ゴ 商^"Pte含んによ弓ZSEtS}弐◎階欄
》
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灘襲
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ξ お艀軸1斌 う;邸薦 ら舖 よ温 導砕嫡 齢
=諄( 、

1・お韓筋 巾M鞘 琳 元新よくト、・唱』・・い い㍍

嵩藤 謡鑑纐

畿鑑癒 繋

鯵声い享實)t's,if監1」}ev1:eまE・kいよ引二吐

.ユーがr岡 臨る。

酢物1よくSらULLSう にひや1.Tliく、

Ls}け 戚耳'唐タλね買あ4

外;..ll4曲♂んの臥 憾 」よ輯 いより[、駄略 や

塾ぜサ西商渥庄外'・おいζお「
・いつ●わり渚 欝零塵ん曲彦噛島■,乱

素uのおマで昨娼 λ1拝抑 副15駈 ⇒

牲,捕,.

妖 畑 榔 軸 貯i・ら柳 等・純 《.芋ども購

轟E・;ん炉LtStit・thE:,aP・1.即㌔'ウ」虻い畠畝 ・
・蝋区拗 品,嚥 謄 龍岐阻†薙揖昏よう・t.tt一

莞-i

⇔

「蹄耽勤鵬 鞭恥7輔竃輔禰 ヒ
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幽遡 徽
ニれお

爾 騨 軌毒瀬
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螺
撫
製
蓋

蝋欝
嚇襲
勘霧
轟

墨繕羅懇筆灘灘饗i撫 灘
,、i③ 「新鮮 」 「安 い 」な どの キー ワー ドに話 し合 い の 中で気 付 く

撒 墜 雛 鑑 灘 ④嚢韓 幾 譜 して提示したこと℃ いくつかの課
⑥⑦ 見学 してわか った ことを整理 させ た ことで、グルー プの

縷釜慧漁 盤i盤灘鰍竺1竺竺
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【発展的 ・補充的な学習の指導を重視 した実践事例 ・3】

1

2

小単元名 第5学 年 「くらしを支える情報」 内容(3)一 ア ・イ

小単元の目標

情報を伝 える仕事に携わる人々の工夫 ・努力や 国民生活 とのかかわ りを とらえることができる。

身の回 りには様 々な情報 があ り、私たちの生活揚面で役立て られていることに気付 くとともに、情

報 を主体的に収集 ・選択 して活用 した り発信 した りすることの大 切さについて考 えることができる.

3小 単元の評価規準

社会的事象への

・日本の通信 などの産業に関心をもち、仕事に携わる人々の工夫 ・努力、国民生

活 とのかかわ りにっいて話 し合お うとす る。

関心 ・意欲 ・態度 ・情報の活用について自分たちの生活を見直そ うとす る。

・情報を伝 える仕事に携わる人々の工夫 ・努力や国民 とのかかわ りを考える.

社会的な思考 ・判断 ・情報を主体的に収集 ・選択 して亨舌用 した り、発信 した りす ることの大切さにっ

いて 考 える.

観察 ・資料活用の
・通信な どの産業に関す る写真や図、文章な どの基礎的資料 を活用 して調べるこ

とが で きる。
技能 ・表現 ・情報機器 を適切に活用す ることができる。

社会的事象について
・身の回 りには さまざまな情報があ り、それがいろい ろな生活場 面で役 立て られ

ていることが分かる
の知識 ・理解 ・通信 などの仕事に携わる人々の工夫 ・努力が分かる。

4指 導計画

時間 ◎学習活動 0発 展的な学習の指導 ■補充的

◎ コン ビニエ ンス ス トア の レシー トか ら、情 0消 費者 ・販売者 の立場で情報活用 につい

① 報 が販 売 に役 立 て られ てい ることに気 付 て 考え る。

く 。 層天気予報のvTRを 視聴する。

⑥新聞のテ レビ欄を調べ、私た ちの生活 の中 ○視聴者側 だけでな く、放送局側 の立場 で

には多 くの情報があることに気付 く。 考 える。

②～③
ニ ュー ス 番組 を速 くiE確 に伝 え る工夫 を

調べ よ う。

■ヒン トカー ドを活用す る。

0放 送局が情報 を発信す るための、その他

の工夫にっいて調べる。

◎放送局が どのよ うに情報 を発信 しているの ■小集団で話 し合い、意見の交流をする。

かについて調べ る計画を立てる。

◎放送局 を見学 し、 自分の学習問題について ○見学パンフ レッ ト、 自分 で集めた情報 を

④～⑤
調 べ る。

◎ イ ンター ネ ッ トや 各種 パ ンフ レッ トで調 べ

基 に情報交換 し、調べ る。

■分か らないことや疑問に思 った ことを放

る 。 送局で働 く人か ら直接聞 く。

◎調べた ことを整理 し、番組づ くりに携わる ○放送局以外の情報発信の工夫や努力につ

⑥～⑦ 人々が速 く正確 に伝えるための工夫や努 力 いて考 え る。

につい て考 え る。 ■ ヒン トカー ドを活 用す る。

⑨放送局以外 の情報 メディアにっいて調べ、 O情 報 を発信す る側の工夫や努力、利用す

⑧～⑨ その特長にっいて考える. る側 の利点など、両方の立揚で考 える.

■ ヒン トカー ドを活用 す る。

◎誤報や過大報道を基に、情報がもた らす影 ○ 同じ出来事につ いての異な る新聞記事 を

⑩
響について知 り、情報を発信す る際、大切

なこ とを話 し合 う.

比較 して考える。

■日常生活で誤 った情報 によ り困った経験

がなか った か、振 り返 る。

◎情報の果たす役割 をまとめ、今後 、 自分 た O情 報化 の果たす役 割が、私たちの生活に

⑪～⑫ ちが どの ように生か してい くことが大切 な 与 える影響を考えさせる。

のか を考 える。 ■キー ワー ドを 中心 に ま とめ させ る。
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5小 単元における発展的 ・補充的な学習の指導

発展的な学習の指導(つ かむ) (調 べ る)

立 場 を換 えて考 え るよ うにす

るため の指導

C「 受信者が、それぞれの旧的に合

わせて、たくさんの種類の情報の

中から選んでいるからだ!」

盲
T「 なぜ放送局 は、た くさん

の種類 の情報 を発信 してい

るので しょう。」

(ま とめ る)

既習の学習内容にあてはめて

考えを広げさせるための指導

C「 コン ピュー タを使 って温

室の温度調節 を した り、気

象情報 を生か した りしてい

たよ!」

倉
丁 「農 業 や 工業 で は 、 どの よ

うに 情 報 を 活 用 し て い る

か、調 べて みま しょ う。」

状 況 に応 じて学 習 した こと を生

活 に生 かす ため の指導

C「 速 く情報 を得 る には …、 さ

らに くわ しい情 報 を得 る には

・、外 出 して い る とき は…、」

倉
T「 大 きな事故や災害な どが起

きた とき、 どの ように して情

報 を得て安全に行動す るか、

考 えてみよう。」

「おおむね満足できる」 と判断できる状況

補充的な学習の指導(っ かむ) (調べ る)

興味 ・関心を高める、臨場感

や緊急性のあるニュース資料

T「 この 台風 のニ ュー ス ビデ

オ で(繰 り返 し ビデ オ を 見

せ て …)番 組 をつ くる人 が

気 を付 けて い る こ とは何 で

しょ うか。」

(ま とめ る)

調べ方が分か るよ うにするた

めの指導

0教 科書、資料集 とい う基礎

的資料を基に、調べる内容 を

限定 し、調べる視 点をよ り明

確 にす る。

ま とめる ことができる自分

に合 う学習 シー トを児童が

選択す る

○書 き込む枠(欄)や 構 成が

細 か く指定 され てい るシ

ー ト

6発 展的 ・補充的な学習の指導で変容 した児童の姿

補充的な学習の指導の例A児

ニュー ス番組が こんな

に多いなんて、知 らなか

った.

(2/12)

ヒン トカー ド

ォ縢 ワ書ノ鑑 ∫三窒
番組 を放送 しているのか

な.1

O回 数 が多 い とい

うことは、新 しい情

報 を速 く伝 え るた

めなんだな。

発展的な学習の指導の例B児(8/12)

o放 送局では、情報

を速 くiE確 に伝 える

ための工夫が分かっ

た.

⇒
ヒン トカー ド

「ニュー スを伝 え るため

に、その ほか の ところで

は 、 どん な工夫や努 力 を

してい るのかな。」

⇒
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○ 新 聞 をっ くるた め

の 工夫 を、 ニ ュー ス

番組 の とき と比べ て

調べ てみ たい。



W研 究 の 成 果 と課 題

1基 礎・基本の明確化について

〈成果〉

・小単元 の学 習指 導要領 の内容 を分析す るこ とに

よって 、指 導す るべ き内容(基 礎 ・基 本)を 明

確 にす ることがで きた。

・上記 の ことを踏 まえ、教材 を 「中心概 念 一社会

的事象 一(社 会 的事象 の意 味)一 学習材 」 と構

造 的に整理 し、指導す るべ き内容 を明 らか に し

て指導計画 を立て ることがで きた。

〈課 題 〉

・「お お む ね満 足 で き る」と した 評 価 規 準 を 、

よ り一 層 具 体 化 す る必 要 が あ る 。 特 に 、

「関 心 ・意 欲 ・態 度 」 「思 考 ・判 断 」 の 評

価 規 準 の 設 定 に 当 た っ て は 、 更 に 研 究 を

深 め て い く余 地 が あ る。

・児 童 の 学 習 状 況 を 的 確 に 把 握 し、 個 に 応

じ た 指 導 を 充 実 させ る に は 、 教 師 の 授 業

力 を さ らに 高 め て い く必 要 が あ る。

2個 に応 じた指導 と評価 について

〈成果〉

・アンケー ト形式 に よる レデ ィネスチ ェックの実

施 によ り、個 に応 じた計画 的な机 間指 導や支援

の視点が明確 になった。

・座席表形式 の評価 計画 を立 てる ことに よ り、児

童一人一人 に育てたいカ を明 らかに して、指導

に 当たるこ とができた、

・上記の ことによ り、個 に応 じた発展的 ・補 充的

な学習 の内容 を具体的 に考 えるこ とがで きた。

・形成的評価 の実施 に よ り、児童 の思考 と事実認

識 の状況 を把握 す ることができた、

・学習 シー トは一律 にせ ず、個 に応 じて異 なる形

式の もの を用意す る ことに よって 、一人 一人の

表現す る力 を深 め させ る ことがで きた。

(課題〉

・座席 表 を活用す るな ど して
、発展 的 ・補充的 な

学習の内容を含めた、より平易で妥当性のある

指導計画表を作成する必要がある,

・日常の授業で使える児童の評価計画を作成 した

が、 さ らに研 究開発 を進 め、よ り使 いやすい も

の に改善 してい く必要 がある。

・学 習 シー トによって一斉指導が効 率的に進 め ら

れる反面、思考の方向を制約する可能性もあ り、

今後も活用法の十分な検討が必要である,,

3発 展的 ・補 充的 な学習 の指導 について

〈成果〉

・発 展的 ・補 充的 な学習 の一つ と して ヒン トカー

ドを開発す ることができた。

・この ヒン トカー ドは
、学習内容(例 一 ここを見

て ごらん)と 学習方法(例 一別 の調べ方 を して

ごらん)別 に作成 した ので、児 童の学習状況 に

合わせた指導が充実 した。

・発展的 ・補充的 な学習では、中学年では調べ方、

ま とめ方 な どの学習方法が 、高 学年では多 面的

な見方や考 え方 を育成 す る指導 が有効 で あるこ

とが分かった。

・発展的 ・補 充的な学習 を
、計画 的に学習過程の

中に位 置付 ける ことで、児童 の社会科 への興味

・関心をよ り一層高め ることがで きた。

・補 充的 な学 習では、小集 団で の話 し合 いが、 自

分 の考 えを補強 した り修 正 した りして 自信 を も

たせ ることに有 効であった。

〈課題〉

・ヒン トカー ドの提示の仕方や ヒン トカー ドの内

容が、児童にとって本当に適切であったか、さ

らに完成度を高める必要がある。

・発展的な学習を求めている児童には、より思考

力を高める指導方法や、発展的な学習の内容を

教材開発 していく必要がある。

・補充的な学習について、学習の内容や指導方法、

学習形態の面からさらに研究開発を進 めてい く

必要がある。

・学年の発達段階を踏まえて、集団で学習を勧 め

るときの学習方法を研究開発を していく必要が

ある.

一30一


	主題「調べて考え、表現する力を育成する、個に応じた指導と評価の研究開発
	６年「徳川家康と江戸幕府」内容(1)-オ
	３年「わたしたちのくらしと商店の仕事」内容(2)-ア・イ 
	５年「くらしを支える情報」内容(3)-ア・イ
	研究の成果と課題



